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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。ミトコンドリア脱共役タンパク質（UCP）は、ミトコンドリア陰イオン輸送タンパク質（MACP）ファミリーの一員です。UCPは、酸化的リン酸化とATP合成を分離し、その際にエネルギーを熱として散逸させます。この現象はミトコンドリアプロトンリークとも呼ばれます。UCPは、ミトコンドリア内膜から外膜への陰イオンの移動と、ミトコンドリア外膜から内膜への陽子の移動を促進します。また、哺乳類細胞においてミトコンドリア膜電位を低下させます。UCPの種類によって組織特異性があり、UCPがH+/OH-を輸送する正確な方法は解明されていません。UCPはMACPの相同タンパク質ドメインを3つ含んでいます。この遺伝子は、熱産生を担う特殊な組織である褐色脂肪組織でのみ発現しています。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
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	UCP1ウサギmAbを用いたマウス白色脂肪細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。

